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2016年度（公社）高崎青年会議所
たかさきの経済実践委員会のテーマ

『変化の多い時代を迎えている今、
高崎らしい斬新なまちなかを創造すること』

本日の目的

『交流人口を受け入れる側である
我々市民の意識の変革』



１４０ページ

ここからは、この計画書の
中にどんなものが含まれて
いるのか見て行きましょう。



どのような計画が記されているのでしょうか。高
崎市第2期中心市街地活性化基本計画の中身を
を見みてみましょう。

〇基本計画の名称： 第2 期高崎市中心市街地活性化基本計画
〇策定主体： 群馬県高崎市
〇計画期間： 平成26 年4 月から平成31 年3 月まで（5 年）

第1 期基本計画では、「高崎の活力と新しい文化を創造・発信する.

賑わい・交流・文化都心.」の基本理念の下、活性化の実現に向け
た以下の3 つの目標像を定め、まちづくりを推進してきました。

【目標像1】高崎都市圏の地域活性化を牽引する、経済活力に満ち
たまち～.商都・高崎.の再生～

【目標像2】市民の出会いと交流の舞台となる、賑わいあふれるま
ち～広域交流拠点づくり～

【目標像3】音楽を中心とした.高崎文化.を創造・発信するまち～文
化が薫るまちづくり～





どのような計画が記されているのでしょうか。高
崎市第2期中心市街地活性化基本計画の中身を
を見みてみましょう。

第2 期高崎市中心市街地活性化基本計画における課題

【課題1】
高崎駅東西のさらなる連携とバランスある開発
【課題2】
広域交通アクセスの向上を生かした交流人口の誘引
【課題3】
回遊性の向上による中心市街地全体への活性化効果の波及
【課題4】
住環境の向上による、まちなか居住の促進
【課題5】
商都・高崎の復権に向けた個店・商店街の再生
【課題6】
個性ある中心市街地の形成に向けた高崎の文化特性の活用



これらの中心市街地活性化基本計画の施策に、市民の意見はどのように反映されているのでしょう。

行政、事業所管課や中心市街地活性
化協議会が調査や協議をし、基本計
画が進められる中で市民のニーズ把
握はどう行ってきたか。
以前は
・市民アンケートの実施

更に2009年より始まったのが
・市民討議会VOICEの実施

これらを合わせて、大きな視点と小さ
な視点で議論を重ね、
・これまでにない積極的な市民参加
・中心市街地活性化に絞った議論

そこから

中心市街地の課題を詳細に洗い出す
ことで、市民ニーズを抽出し、反映し
ている。



たかさき市民討議会
VOICE2009 語ろう高崎～魅力ある都市を目指して～

VOICE2010 図書館の底力～知れば知るほど面白い知識の宝庫～

VOICE2011 描き出そう！私たちのまち高崎～想像×創造＝未来像～

VOICE2012 中心市街地活性化を考える ～まちなかづくりはみんなが主役～

VOICE2013 考えよう！暮らし続けたい街～つながりから 始まるまちづくり～

VOICE2014 未来の中心市街地を自由に描く～まちなかを遊び場に～

VOICE2015 家族と楽しむ高崎プロジェクト～きっかけは子どもから！笑顔あふれるまち
づくり～

2012年と2014年はテーマが中心市街地となっています。



本年もたかさき市民討議会VOICE2016開催にあたり、富岡市長と締結式を行いました。



たかさき市民討議会ＶＯＩＣＥ２０１２

２０１２ 公共都市策定委員会事業より

過去の市民討議会の様子を見て行きましょう



２０１２ 公共都市策定委員会事業より

２．市民討議会とは？
ドイツの学者ペーター・C・ディーネル博士が１９７０年代に考案した
市民参加の手法「プラーヌンクスツェレ」を参考に、日本で改良された
新しい市民参加の手法です。



２０１２ 公共都市策定委員会事業より

３．中心市街地の現状と活性化の効果

【都市機能が郊外へ拡散】
◆市役所、学校、病院の郊外移転
◆郊外型ショッピングセンターの増加

【中心市街地の空洞化】

◆中心部のシャッター商店街

【生活利便性の低下】
車を運転できない人にとって、公共施設や店舗が
利用しにくくなり、利便性が低下します

【生活空間としての魅力喪失】
人との交流やにぎわい、文化などの機能がなくな
り、まちとしての魅力を失ってしまいます

【都市経営コストの増大】
新たなインフラの整備が必要になり、維持管
理のコストも増えます

【環境負荷の増大】
車の利用が増え、多くのエネルギーが必要に
なるとともに、開発により自然が失われます

【郊外化の歯止め】
誰もが住みやすいまちにむけ都市機能の
拡散に歯止めをかける必要があります

【生活拠点の再生】
都市機能が集約した、アクセスしやすい
「生活拠点」を作る必要があります

※国土交通省ホームページより、一部抜粋



２０１２ 公共都市策定委員会事業より



２０１２ 公共都市策定委員会事業より



２０１２ 公共都市策定委員会事業より



２０１２ 公共都市策定委員会事業より



たかさき市民討議会VOICE２０１４



さまざまな市民の意見と連動してこんなカタチに

市民観光大使でPR

まちなかオープンカフェ

自転車レース

河川敷整備

公園整備（観音山丘陵活用）

映画ロケ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

地域PR



第2期高崎市中心市街地活性化計画に記載されている内容（抜粋）



第2期高崎市中心市街地活性化計画に記載されている内容（抜粋）



様々な施策を講じた場合の中心市街地における経済効果（小売業売上増加）の目標値は

【基準値：平成23年度】

1,172億円
【目標値：平成30年度】

1,460億円
と記載（288億円増）

※うちイオンの売上増（ビブレ比）194億円



大型施設の建設ラッシュを迎える高崎市

新体育館



大型施設の建設ラッシュを迎える高崎市

イオン（高崎駅西口）



大型施設の建設ラッシュを迎える高崎市

文化芸術ホール（高崎駅東口）



大型施設の建設ラッシュを迎える高崎市

コンベンションホール（競馬場跡地/群馬県）



各施設の建築費

新音楽センター 約240億円
（商業ゾーン除く）

コンベンションホール 約280億円
（最大約380億円）

新体育館 約133億円

たかさきの経済実践委員会調べ



高崎文化芸術センター

380,000人/年

新体育館

440,000人/年

群馬県コンベンション施設

1,069,000人/年

（以上目標値）

イオンモール高崎駅前

10,000,000人/年

（想定値）

各施設に見込まれる利用者数（目標・想定）



国家をしても経済的に厳しいといわれる時代の中にあっても、高
崎市においては、更なる交流人口の増加、それによる定住人口増
加も視野に入れ、かつ基盤となる経済活動の活性化を目指し、大
型公共集客施設建設や、民間と連携しての様々な取り組みが進め
られています。第２期高崎市中心市街地活性化計画からは、中心
市街地の現状と、施策の目指す方向が見て取れます。
変貌を遂げる街並みと、増加が見込まれる交流人口に対して、
それ受け入れる側である私たち市民にはいったい何が出来るので
しょうか。その際に重要な事とはいったい何なのでしょうか。
ここからは、新潟県長岡市、栃木県、そして高崎市、また、全国
各地での取り組みを見て行きましょう。
（また、人口減少社会等の背景や、まち・ひと・しごとに関する資
料についてはスピーカー村瀬さんの資料を当日も参照しつつ進め
ましたので、そちらを参考にして頂ければと思います。）



新潟県長岡市の取り組み

ながおか・若者・しごと機構



大森政尚氏
大森木工株式会社代表取締役、ながおか
若者会議居場所チームリーダー、ながお
か・若者・しごと機構理事、いいね！アイ
ディアコンテスト審査委員長、大成人式実
行委員会会長、月一ゴミ拾いＰＩＣＫＩＮＧ
ＵＰ ＭＩＮＤ代表幹事、全国建具組合連合
会青年部第１９代会長

＜主な活動内容＞
ながおか若者会議は現在５グループで活動を行っています。①酒と
食②農業③子育て④居場所⑤ネットワークの中で現在さまざまな試
みが各チームより実験的に始まっています。いいね！アイディアコン
テストとは長岡市と地元大学が連携した企画で市民から意見を吸い
上げ、市民目線のアイディアの募集を広く募りました。大成人式とは、
戦後埼玉県から始まった成人式があるなら４０歳式があってもよいの
ではないかという発想から現在合併市町村の中学校レベルで代表を
募り毎年恒例行事とはるよう計画しています。これからも潜在需要の
掘り起こしと産学官金の連携、若者目線の新たな活動の推進を行っ
ていきます。

＜テーマ：中心市街地 についての関心事＞
少子高齢化と言われた日も遥か彼方、現在は超高齢社会、大型企
業も地元企業も撤退衰退していく中、どのように活性化していくかが
これからの焦点になります。長岡市は、駅前にかつての賑わいは無
く、ドーナツ化現象や人口減少により閑散としています。数年前に隈
研吾氏設計による長岡市役所「アオーレながおか」が駅前に建造さ
れ少しずつ人も集まり始めて来たように見え、この流れをいかに生
かすか、間違いなく今生きている我々の活動が鍵となるでしょう。

＜略歴＞
１９７６年新潟県長岡市生まれ。高校卒業後、東京の建築専門学校
を経て地元ゼネコンの現場監督に。その後、創業１０６年の家業（建
具屋）を継ぎ現在に至る。長岡市の依頼で、ながおか若者会議に参
加、ながおか・若者・しごと機構理事。



シティホールプラザ「アオーレ長岡」



「アオーレ長岡」の施設配置



アオルミネーション

アオーレ！ドイツフェストいきものがかり コンサート

保育園の遠足

「アオーレ長岡」でのイベント展開



こいのぼりﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

越後みしま竹あかりｉｎアオーレ長岡成人式

結婚式

「アオーレ長岡」でのイベント展開



プロバスケットボール ｂｊリーグ公式戦

プロスケーターによる「フィギュアスケート」

「アオーレ長岡」でのイベント展開

アオーレファッションショー「森の万華鏡」

アオーレ ロックミュージアム





長岡リジュベネーション ～長岡若返り戦略～ 平成27年10月策定





長岡リジュベネーション ～長岡若返り戦略～ 平成27年10月策定



ながおか・若者しごと機構の設立

第１回理事会
平成２７年１２月１日



オープニングパーティー 平成２７年１２月１日

ながおか・若者しごと機構の設立



若者が失敗を恐れず、自由な発想で自ら活動できる新しい組織。
若い人の新鮮な発想と強い行動力を、

産学官金２９機関の豊富な経験が下支えする仕組み。

若 者：予算や事業の優先度を決定する
産学官金：ノウハウを提供し、若者と一緒に活動

お互いの良いところを出し合いながら、一緒に育っていく。
それが、長岡の地方創生。

ながおか・若者・しごと機構

若者会議
若者約70人で
政策議論

設置者
29機関で
連携支援

理事会
若者約20人で運営

＜主要事業＞

① 若者の動向、意識調査
② 若者の出会い、交流の場づくり
③ 若者に地元の学校の魅力を発信
④ 若者に地元企業の魅力を発信
⑤ 起業の気運醸成
⑥ 中小企業インターン・シップを推進

※長岡市は、平成２７年３月に、
ながおか・若者・しごと機構
推進室を設置



長岡市成人式
平成２７年５月３日

若者の意見をヒアリング



若者による若者のためのまちづくり
「ながおか若者会議」スタート

平成２７年６月２日



ながおか仕事創造アイデア・コンテスト
７～９月募集、１１月発表



会社経営チャレンジ・プログラム
８月から１０月まで計６回開催



平成２７年度 『ながおか若者会議』 の取り組み

ながおか若者会議 ５つのプロジェクト

①食と酒の文化祭
（体験型ツーリズムを通して長岡の食文化を様々な人に伝える）

② 長岡農的男子図鑑
（農業などに取り組む長岡男子を図鑑にして首都圏の女子に紹介）

③ 働くパパママのためのコミュニティ形成
（移住してきたパパママが安心できるように子育て情報を提供）

④ マルチスペース
（若者が自由な活動ができる居場所づくり）

⑤職業体験‐インターンシップ‐
（学生と社会人との交流を通して、地元企業を知る機会をつくる）









■ 長岡造形大学卒業生の江原さんを中心としたアート集団の
活動拠点（平成27年５月オープン）。
まちなかの空き店舗を低廉で賃借、リノベーションを実施。
江原さんの人柄もあり、造形大生などの集いの場に。

ＥＨＡＲＡ ＪＡＰＡＮ活動拠点 『長岡ベース』



【用途】１階：アートスペース（長岡造形大学）
２階：ラボ、交流ルーム（長岡造形大学）

ながおか・若者・しごと機構事務所
※３・４階は、シェアハウスなどを検討中

若者による居場所づくり －空きビル活用ー

若者が自由な発想で空き物件をリノベーションし、運営。

ＮＰＯと連携して、10年間使われていないビル低れんで借り、
若者が自由に使える空間へ再生。

【構造】鉄筋コンクリート造、地上４階建（昭和３４年建築）
１階（約170㎡、51坪）,２～４階（各約160㎡、48坪）





毎年8月2日・3日に日本一の大河・信濃川で打ち上げられる長岡花火。全国から約100万人が訪れる
この花火には長岡市民の「特別な想い」が込められています。
それは昭和20年8月1日の長岡空襲で亡くなられた方々への慰霊と平和への祈り、そして平成16年に
発生した中越大震災からの復興祈願の想いです。

正三尺玉とナイアガラ



栃木県内の取り組み



村瀬正尊氏

株式会社マチヅクリ・ラボラトリー 代表取締役
一般社団法人エリア・イノベーション・アライアンス 理事

＜主な活動内容＞
２０１２年度～２０１４年度まで栃木県委託事業として「ＳＯＣＯ
Ｐｒｏｊｅｃｔ」を立ち上げ、宇都宮市内でシェアスペース「ＨＯＴＴＡ
Ｎ」をオープンし現在も自社事業として運営に携わっている。

＜テーマ：中心市街地 についての関心事＞
・まちのプレーヤー新陳代謝
・路地裏から始まる起業の動向
・まちの風俗観察

＜略歴＞
大学卒業後オフィス家具メーカーに就職。その後２００６年
にまちづくりベンチャー企業に参画後、２００９年株式会社
マチヅクリ・ラボラトリーを設立。さらに同年、全国のまちづ
くり組織同士が連携し新しい地域経済再生モデル構築を図
るべく仲間とともに一般社団法人エリア・イノベーション・ア
ライアンスを設立。



COPYRIGHT ©  Machi Lab ALL RIGHTS RESERVED.

中 心 市 街 地 考 察 
～これからのまちとの関わり方～

2016.4.18 
群馬県高崎市にて
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自 己 紹 介
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一般社団法人エリア・イノベーション・アライアンス 

全国の自立型まちづくり会社間の 
アライアンス運営

㈱マチヅクリ・ラボラトリー 

栃木県内でまちづくり企画を 
プロデュース

東京と栃木を往来しながら仕事してます

http://areaia.jp/

http://machi-lab.strikingly.com/
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セミナー企画「家守ブートキャンプ」
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有料メールマガジン「AIR」販売

まちづくり事業を考える人に向け現場からのメールマガジン
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ｅラーニングシステム「AirLec」提供
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まちづくり関係者のギャザリング企画
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S O C O 

Project

- 栃木で今やるきっかけの場づくり -
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１F　レストラン

２F　ミーティング 
＆イベントスペース

３F　シェアオフィス

飲食店に貸出

数社でシェア

宇都宮中心部の空き倉庫物件をリノベーションし 
「シェアオフィス」と「レストラン」が 

入居するシェアスペース

SOCO Project
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SOCO 立地
・対象エリア：約13ha　／　外周距離：1.5km
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1F　手打ちパスタレストラン「GUSTO」
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「GUSTO」
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2・3F　HOTTAN

栃木で自分の仕事をつくる人に向けた「スタートアップの場」
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HOTTAN スペース機能

3F　シェアオフィス ＋ コワーキングスペース

2F　受付、ミーティング兼イベントスペース

講座や勉強会スペース イベントスペース

共有デスク利用 Wi-Fi、電源利用可
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SOCO MALL
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とちぎつながるみやげ市
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話題提供
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今回のテーマは中心市街地エリアについてですが。 

でも、その前に皆さんと改共有しておきたいことがあります。 

それは日本に訪れている不都合な真実についてです。
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価値観の転換

・人口増加 
・右肩上り 
・拡大成長

・人口減少 
・右肩下り 
・縮小衰退

・「縮小均衡」への戦略転換が必要 
・世代間で価値転換の共有化が必要
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１．人口減少社会
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世界人口は一貫して増加していく

・70億人（2010年）から90億人（2050年）へ 
・2030年中国の人口をインドが上回り世界一へ
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過去1000年単位でもなかった人口減少

過去の経験など無効化される「逆転トレンド」ầỉʴӝỊᧈႎỆỊ࣯ถẴỦ᩿ޅỆ
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2050年日本の総人口は3,300万人減少
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2050年居住地域の6割以上が人口が半分以下に

政令市でも20%、小規模自治体では48%の減少率םỉٻᢿЎỂʴӝầျỆễỦɟ૾ẆிʮחሁỆᨼɶầឪẨỦ
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平成27年度日本の一般会計予算
・歳出の7割が、社会保障関係費と国債費と地方交付税交付金 
・歳入の4割弱が将来世代の負担となる借金に依存
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高崎市　総人口将来推計
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高崎市　老年人口比率推移
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高崎市　年齢三区分別人口推移
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●人口減少は始まったばかりでこれから更に急減。日
本全体としては人口を増やすことは極めて厳しい 

●人口減少を受け入れ縮退する中でもどうやってまち
を経営していくかを考えることが重要 

●「生産年齢人口」が減り「高齢人口」が増えるとい
うジレンマ 

●国として財政健全化が喫緊の課題であり今後フルパッ
ケージの行政サービスは難しい時代

要点１
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まち・人・しごと
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雇用があってこそのまち

1950年　180万人

現　在　　70万人

110万人減少

（例）米国　デトロイト市が財政破綻
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雇用の崩壊が街の崩壊を招く
米国自動車産業
の競争力低下 
GMの経営不振 地元雇用環境の

悪化

収入減 
失業者増

税収減

街のサービス力
の低下

人材の流出

街の競争力の低下

街崩壊の負のスパイラル
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まち運営の仕組み

街

雇用

生活者

市役所

公共 
サービス

◯◯市

税収
￥

￥

稼ぐ
￥

歳出
まちに雇用があるからこそ 
公共サービスが提供できる
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まちの競争関係

A市

太郎さんB市 C市

職が充実 福祉が充実

まちは常に競争関係にあり、 
生活者がまちを選ぶ側である。

X
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●産業構造の変化に応じて、わが町は何で飯を食って
行くのかに向き合おう。 

●単に人口が増えれば解決するような軟な課題ではな
い。これからのまちの雇用に向き合あおう。 

●まちは常に相対的な競争環境にある。自分のまちは
どこと競争しているのかに向き合おう。

要点２
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３．駅前エリア
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空家の数は810万戸超

2033年には空き家の数が2000万戸超という推計も
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従来の市街地活性化策の失敗

◯ 区画整理、再開発といった都市計画手法の失敗 
　　構造的に成立しないため公的支援しても短期的に破綻し「墓標」化。 

◯ 社会資本整備至上主義による都市土木の失敗 
　　駅前再開、LRTなどの巨額投資が市財政を圧迫。 

◯ 商業再生＝商店街の活性化という商業政策の失敗 
　　空き店舗補助金、イベント補助金等経済原理の機能不全化。 

【3つの大罪】

各種中心市街地活性化政策は地域経済を破壊し、 
市の財政を圧迫。補助金・交付金の負の連鎖を生んでいる。
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●「敷地な価値無しエリアに価値有り。」(by清水義次 氏) 

●単に公共投資をし市街地や駅前にハード整備をして
も活性化は望めない時代である。 

●逆に活性化の起爆剤がまちの財政悪化の起爆剤にな
る可能性さえある。 

●民間企業と同じような投資判断、事業性判断が公共
事業にも求められる時代である。

要点３
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４．栃木県からのヒント
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宇 都 宮 市
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株式会社ビルススタジオ 代表取締役 塩田大成　氏
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もみじ通り（栃木県宇都宮市）
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鹿 沼 市
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有限会社風間総合サービス 取締役 風間教司　氏
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「ネコヤド商店街」＠根古屋路地
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・次代のまちを担う20、30代がチャレンジできる環境 
・新しいライフスタイル（職・住・育）の創造 
・女性の雇用創造 
・新しい産業創造

まちのプレーヤーの新陳代謝が鍵
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●家賃が安いエリアの遊休不動産を活用する。 
　▶　家賃が安い 

●皆で始めない。自分がやりたいこと・できることか
ら始める。 
　▶　自分ごとで始める民間自立型まちづくり 

●スモールスタートでいい。 
　▶　お金をかけずに、お金を稼ぐ

要点４
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ご清聴ありがとうございました 
m(__)m



高崎市での取り組み
まちごと屋の事例



大澤 博史 氏

株式会社グラスロード社 代表取締役
株式会社まちごと屋 代表取締役

＜主な活動内容＞
ジョウモウ大学の活動の延長線上にあったまちなかのもった
いない空間の活用を本格的に進めていくことを目指して、民
間まちづくり会社としてのまちごと屋 を設立。「ＭＯＴＯＫＯＮ
ＹＡ」の運営、空き家のオーナーを口説いて物件を流通させ
る“家守”事業に取り組む。また、資源の有効活用や環境に
やさしい暮ら し方を提案する冊子「ＹＯＫＩＨＩ」を発行。

＜テーマ：中心市街地 についての関心事＞
よそ見をしていると昨日まであった古い建物が次々と壊され
ていく現状を憂えています。あと5年経つと、高崎のまちなか
はどうなっているでしょう…

＜略歴＞
１９７１年、桐生に生まれる。２００３年、高崎青年会議所に
入会。２００９年、第５８代理事長。２０１０年、高崎まつり実
施本部長。２０１１年、ＮＰＯ法人ジョウモウ大学の設立に参
画。２０１３年、株式会社まちごと屋を設立。







ジョウモウ大学とＭＯＴＯＫＯＮＹＡ

•空き家を活用したまちなかの拠点づくり
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ジョウモウ大学とＭＯＴＯＫＯＮＹＡ

•空き家を活用したまちなかの拠点づくり

















マッチング事例③ gurumi（グルミ）



マッチング事例③ gurumi（グルミ）



マッチング事例③ gurumi（グルミ）



マッチング事例③ gurumi（グルミ）



ＷＥＢサイトで物件紹介

◎物件の個性を引き出す

◎いいところだけでなく、
悪いところも正直に

◎楽しい使い方も提案しながら

+空き家ツアーも実施



まちごと屋のポジション

•パブリックマインドを持った

『民間まちづくり会社』



まちごと屋でやりたいこと

•まちの多様性を取り戻す

•自分のまわりの半径200mを面白
く
（エリアマネジメント）



場所文化フォーラムの取り組み



本木陽一氏
アールアンドディーアイスクエア株式会社代表取締役
一般社団法人場所文化フォーラム専務理事
ＬＬＣ高崎食文化屋台ファンド社員
ＮＰＯ法人ぐんまＣＳＯ副理事長

＜主な活動内容＞
地元高崎にてまちなかとまちそとを紡ぎ直してまちなかに
必然性を取り戻す取り組みである「屋台通り」を地域の仲
間と一緒に設立。また、コミュニティ人材、コミュニティビジ
ネスを目指すための現場実践型人材輩出・育成機関「高崎
ＣＩＰ」を設立、実際にコミュニティビジネスを立ち上げる現
場で人材を磨く活動を実施している。

＜テーマ：中心市街地 についての関心事＞
中心市街地は周辺地域の人たちが自分たちの街として誇
りを持ち、関わることで成立しています。その関係性をどう
取り戻すか。そこが大事だと思います。

＜略歴＞
１９６９年群馬県高崎市生まれ１９９１年東京情報大学卒業、
同年地域振興専門シンクタンク開発計画研究所入社。２００
０年アールアンドディーアイスクエア株式会社創業。自治体
や都道府県、商工団体、経済産業省、中小企業庁、公益企
業などからの地域振興、産業振興に係る受託調査事業や、
各種地域振興プロジェクトの事業実施。例えばインキュベー
ション施設の構想から計画策定、事業立ち上げ、事業運営
までをサポートする政策提言・地域活性化事業を行うシンク
タンク「アールアンドディーアイスクエア株式会社」を設立。























































高崎田町屋台通り
中山道恋文横丁

～まちなかの必然性～



まちなかの必然性の再構築へ

高崎田町屋台通り事業



地域を元気にしていくのは、地域の人であり、

「元気になろう」という地域の自発的な意識であり、

それを実現しようという地域の人の覚悟



まちの記憶・掛け替えのない個性



【俺たちが大事に思うこと】
上州にしかない独自性、代替できない個性。かけがえのない
地域を誇りに思えること。それこそが地域の持続、担い手の形
成・輪廻の生命線であり、そのことこそが地域を元気にする原

点。

【俺たちが一連の事業で目指すこと】
●担いたいと、こどもたちが思う地域になるよう、俺たちの誇りを再構築

●市民一人一人が楽しく、豊かに、責任と覚悟を持って暮らしてく意識の醸成



【そのために俺たちがやっていくこと】

「まちなか」にプライドと必然性を作る

郊外に住む市民や農村にとっての大事な場所、プライドを放つ場所、思
い入れのある場所をつくり、人がそこに来る、そこに関わる必然性をも
ち、「まちなか」としての必然性、中心性をつくる！！







高崎田町屋台通り 事業概要









一般社団法人 場所文化フォーラム概要



その場所文化フォーラムは、以下を取り組んでいきます。

①多様な「場所の価値」の再発見が起点（意識変革：ない⇒ある）。
↓
②地域が開きながら都市との対等・補完の関係を構築し、ヒト・モノ・情報の継続的な交流を可能とする新
しいお金（志金）の流れを組み込んだビジネス･ファイナンスモデルを運営し、場所文化を磨いていく。
↓
③各地の動きが連動し、地域が元気になり、都市の人々と共に自然との共生、自然の恵みやいのちへの
感謝の価値観を取り戻す。

「場所文化」の創造によって、人々の新たな交流（地方と都市、アジア各地域の新たな関係性の確立等）を

促し、場所への資金流入と域内での資金循環の新たな仕組みを構築し、場所の自立（経済の活性化とコ

ミットメント人口の増加、持続可能性の確保）を促す連携母体をつくります。その連携母体を使って、地域

が自立し、地域と地域、地域と都市との交流による自然との共生・循環モデル

の構築を目指します。

１．場所文化フォーラム設立の目的



＜キーワード＞
●「確かな未来は懐かしい過去にある」
●「お金で全てを計る物差しに変え、もう一つの『いのちの物差し』を持とう」、
●「人と人、人と自然、生者と死者等との確かな関係を取り戻す『いのちの紡ぎ直し』を行う」
●「生きる意味とは、他者を幸せにし、営々といのちをバトンタッチすることに他ならない」

２．ローカルサミットからの共通認識

わたしたち場所文化フォーラムでは、過去６年間、任意団体として、十勝、宇和島・愛媛、小田原、南砺、
阿久根、上州・南相馬とローカルサミットを各地域とともに開催してきました。そこで参加者とともに地域と
育んできた共通認識は、これまでの効率・成長のグローバリズムの延長線上ではなく、忘れかけている
ローカルの仕組み等に解決の糸口をみつけ、場所文化を甦らせ、いのちの原点に立ち戻る、環境・生命文
明の構築をめざす、ということです。



３．法人化の背景

○これまで任意団体「場所文化フォーラム」は、日本・アジア各地域の行政や経済人、文化人、
まちづくりリーダーたち、さらには場所文化の意義とコンセプトを共有する学識者、官僚、政
治家等々が様々な活動を必要に応じて展開してきました。

○これら実行している意義の高い活動を、さらに拡充し、かつ醸成力、発信力、伝搬力を高め、
確かに日本・アジアへと発信していくため、この行動力を法人化し、活動の質を高めるととも
に、地域独自の場所文化の重要性をさらに確かに発信していきたいと考えました。

○各地域の主体性の再構築に基づく地域主導の社会構造の一助となる基盤として、ここに一
般社団法人場所文化フォーラムの設立を宣言します。

○なお、（定款上の目的）を以下のように設定しました。「当法人は、地域の資源と特性を活か
した地域活性化・地域再生に資する事業および事業支援を全国各地で行っていく中で、自然
との共生及び循環型社会の形成にも寄与する、真に豊かな社会を創出するとともに、それら
により得られた知見により国内外に貢献することを目的とする。」



●全国地方の個性溢れる魅力的な資源（人・産品・物語）と都市生活者とのコミュニケーションの場
●両者の共有する「場所」で構築される、相互了解と価値創造・需要創出・人材育成

十勝
じゃがいも・アスパラ・牛肉
チーズ・豚肉、アウトドア

上州高崎
ねぎ、こんにゃく、だるま

温泉

甲州勝沼
甲州種ワイン、大善寺、宮光園

小田原
相模湾海の幸、かまぼこ、みかん

富山・南砺
鱒寿し、干し柿、和紙、土徳

松山・宇和島
鯛飯、瀬戸内、なもしpj

「にっぽんの…」
（東京）

交流・受発信

「にっぽんの･･･」と各地域の屋台村PJ等との有機的連動
によって、人・モノ・カネの見える形での交流と賑わいが生
まれ、新たな金融の仕組みも漸次具現化する。

生産者起点による価値の発信やプライシング

都市生活者
外国人

主婦
学生
留学生
サラリーマン
都市老人

生産者・消費者双方が目に見える関係を構築
（場所文化ツアー等）

相互了解による物語と繋がり

一般社団に会員として参画する
地域・都市生活者双方への定期的なサービスの展開

販売促進・ブランディング

体感・飲食

阿久根
海産物・伊勢海老、さばめし

等々

４．連携・交流・共感の増幅装置としての「にっぽんの･･･」



各地での取り組みの様子をうかがったりする中で、共通する、共感できること

◎市民（あなたとわたし）ひとりひとりが
『どんなまちにしたいか』

という想い（理念）を持ち自分事とする。
◎自分事のその理念をお互いが共有す

れば関係性が生まれる。
◎そして新たな一歩を踏み出し
『出来る事から始める』＝実践する。

◎内と外の関係性が『まち』を創り出す



『中心市街地』＝『まち』なか。
そもそも『まち』とは誰にとっての『まち』なのか？

＝ 『わたし』 『あなた』『市民』 ＝

この関係性が、『まち』を創って行くのではないか。

すなわち

共通点からの気付き



『中心市街地考察』からの気付き
◎行政や商店街、まちなかの人、まちそとの
人、赤ちゃんから高齢者まで誰一人として
『まち』と無関係な人は居ない
◎立場や責任など多くのしがらみによって平
均的なバランス傾向が強まる
◎組織や団体になると個が埋没しがち
◎必要なのは個性＝多様性。
市民アンケート⇒市民討議会 が時代を物
語る。



『中心市街地考察』からの気付き
◎行政や商店街、まちなかの人、まちそとの
人、赤ちゃんから高齢者まで誰一人として
『まち』と無関係な人は居ない
◎立場や責任など多くのしがらみによって平
均的なバランス傾向が強まる
◎組織や団体になると個が埋没しがち
◎必要なのは個性＝多様性。
市民アンケート⇒市民討議会 が時代を物
語る。

◎『まち』はみんなが創るのだが、『みんな』
という人は居ない。
◎『多様な主体』が声をあげお互いを認め合
い、個々の『わたし』がそれぞれに多様な
実践（＝覚悟ある行動）をすることで、結果
的に多くの『関係性』が生まれ更に動きを
増した時、 『まち』全体が『みんな』動いて
いる様に感じられるのではないか。
◎そうなったとき 『まち』は『かけがいの無
い場所』＝『高崎の誇り』になる。



『中心市街地考察』
～これからの『まち』との関わり方～

まとめ

たかさきの経済実践委員会



ここまでの通り、これから近い将来、高崎市中心市街地への交流人口は大幅な

増加が見込まれています。2020年には東京オリンピックも開催が予定されており、

国内のみならず海外からの人の流れも年々増加していくと予測されています。

交流人口が、集客施設のみに立ち寄り帰ってしまうのではなく、市内を『回遊』し、

さらには、『リピーター』となって繰り返し訪れてくれることで、一過性で終わることな

く、期待した消費も得られ、地域の持続循環が可能になるのではないか。

『回遊とリピート』のためには、そもそもこの『まち』の人々が、『まちなか』だけでな

く、周辺地域との関係性や多様な価値観を共有し、活き活きと楽しげに過ごしてい

る事、そして、訪れる人がそれに触れる事が出来る事が重要だと考えられます。

もしそれが出来なければ、大量に訪れる市外県外海外からの人々に、『また訪れ

たい』と感じてもらえないばかりか、各地に戻った人々によって『高崎は（一度行っ

たけれど）お勧めしない』という、ネガティブな印象の拡散にも繋がりかねないので

しょうか。



各地の事例の手法ばかり真似するのではなく、その手法に至ったプロセス、そこ

から生まれた成果に着目しつつも、高崎らしい『まち』との関わり方、ひいては訪れ

る人々との関わり方を実践していくことが、この中心市街地の将来にとって重要で

あると言えます。その為に、市民ひとりひとりが『まち』で小さな循環を生む小さな実

践を繰り返し行うこと。結果的にそれらが新しい関係を生み、全体を見た時に、『活

力あふれるまち』の姿を作り上げるのではないでしょうか。

『中心市街地』＝『まち』を自分事ととらえ市民ひとりひとりが『どんなまちにした

いか』という想い（理念）を持ち行動する必要性を改めて感じました。高崎という『ま

ち』は、人が交わる場として高崎のみならず上州一円の独自の文化を育む都の役

割を持っていながら、活かしきれていない部分もまだまだあります。そして、自分だ

けの利益に加え、地域の利益になるほうが楽しい上に多層で持続可能であると言

うこともわかりました。『持続循環的な関係性を構築する場としてのまち』＝『中心市

街地』を、もっと知り、もっともっと面白くしていきましょう。



ご参加頂いたゲストスピーカーの方に、

以下の3点の内容で感想やご意見を伺いました。

①全体的な感想と高崎の中心市街地にとって大切だと思うポイント

②自分以外の登壇者の話で興味深かった所

③高崎青年会議所に期待に期待する所



大森政尚氏（長岡）
お招き頂きありがとうございました。高崎市街も見れたし、ゲストの皆様ともお話し出来て大変楽しかったです。
参加させて頂き、素直に感想をのべます、気を悪くしないで下さい。

①全体的な感想と高崎の中心市街地にとって大切だと思うポイント

市街地を回って、長岡と比較にならないほど、とにかくでかい街だなと。大型商業施設に対しての敵意がむきだし
過ぎて共存という落としどころもあってもよかったと感じます。旗揚げ形式の質問内容を途中いくつか変更しても
良かったかも。コーディネーターがしゃべりすぎwタイムキープ出来てないのはちょっとね。コーディネートでなくゲ
ストに回った方が面白かったのでは？

②自分以外の登壇者の話で興味深かった所

皆さんの各地でのご活躍は全て興味深く、長岡でも実践してみたいことばかりでした、故にもっと登壇者とおしゃ
べりしたかったです。

③高崎青年会議所に期待に期待する所

懇親会で皆後ろの方でなかなか我々と話しかける雰囲気では無かったので、よそ者に対しての警戒心が強いの
かな？と感じました。しかし、あるメンバーの「高崎、長岡に負けてるぞー」発言で胸が熱くなったのと話しかけて
きた数名がこれからの高崎のキーマンだなと思います。今後も情報共有していき組織を超えたお互い切磋琢磨
出来る関係を築きたいです。全体的に、行ってよかった！

段取り大変だったでしょうがとても楽しい時間ありがとうございました！



大澤博史氏

①全体的な感想と高崎の中心市街地にとって大切だと思うポイント

もっと絡み合いたかったね。大森さん、村瀬君にわざわざ高崎まで来ていただいて、事例発表のみではね。

②自分以外の登壇者の話で興味深かった所

長岡の若者（除くＪＣ）元気！元々あったネットワーク？この熱を是非持続させて欲しいです。それと家守的な動き

も見てみたい。

宇都宮は、もみじ通りの塩田君、やっぱりスゴイな、と。楽しんでるな、と。見習いたいです！

③高崎青年会議所に期待に期待する所

委員会でまちなかの休眠不動産使って商売したら！



本木陽一氏

①全体的な感想と高崎の中心市街地にとって大切だと思うポイント

コーディネーターの語りが多すぎるwあと盛り込み過ぎなのでもう少ししぼっても良かった。中心市街地にとって大
切なポイントは、

１．中心市街地は我々にとってどんな意味があるのか。
そもそも中心市街地とはなんなのか。中心市街地が地域社会に果たす役割は何なのか。ライフスタイルが変わっ
たいま、中心市街地不要論もよく耳にする。そもそも「中心」なんていらないんじゃないの？みたいな。この論は合
理性を帯びている。まちなか以外に、人を吸引する、市場性を帯びた場所づくりがなされるのであれば、あるいは
効率性を帯びた都市経営インフラが実現しているのであれば、経済合理性や社会利便性、投資効率性からみた
ら正しい１つの応えだと思う。とくに群馬最大の魅力は首都から最短の大自然フィールド。
それを考えれば、まちなかがある必要はないんじゃないか？

２．中心市街地の根源的意味を探る
「中心市街地」が果たしてきた役割は、経済合理性や社会利便性だけなのか？俺はそれだけではないと思う。そ
れ以上に、もっと大事な根源的な意味と役割を担っていると思う。この手の話をせずに、中心市街地の考察はで
きないし、そもそも出発点を見失う。人と人が交差し、人が人と関わる密度と機会に溢れた場所。人にとってまち
なかとはなんなのか、それを考えなければ答えは出てこない。



３．人の本質
そもそも人はなぜ生き、死んでいくのか。人は一人では生きていけない。猿が集団を作るように、鳥が木の実を食
べることでいのちを繋げているように、あらゆる自然と命、そして人との関わりで生きている。また自分も同じ。人
のため、自然のために生きている。自然や周囲の人たちのために生きている。手塚治虫は著書ブッタでこう問い
掛けるーーなぜ人間はこの世にあるのか。なんのために生きているのか。「木や草や山や川がそこにあるように、
人間もこの自然の中にあるからにはちゃんと意味があって生きているのだ。あらゆるものと繋がりを持ってその繋
がりの中で大事な役目をしているのだ。考えてもみよ。もしお前がいなかったらこの世にお前に関係するすべて
のものが存在しなくなってしまう。この世は狂ってしまうのだよ。」これは人が生きる命題であり、人はこれを知るた
めに生き、それを諒解するために学んでいる。自然の持つ両面性、つまり豊穣と天災が不二一体であるように、
ものごとを分別して考えることはできない。すべて一体である。自分と自分以外も分別できない。本来一体である。
人と人とが繋がり合うことで人は生きている。

４．地域社会＝共同体の本質
人間の地域社会の根源は本来そこにある。自分だけでは生きられない。家族だけでも命を未来に繋げることがで
きないのだ。その必然性の上に「地域」があり、人と人とが相互に共有し合うのが共同体であり地域社会である。
そこは共同体が生き延びるためのみなで共有せねばならぬ公共もあれば、生命の本質である「楽しく」暮らすた
めの公共もある。つまり博史君が言っている、自分の周囲200ｍっていうのは圧倒的に本質である。

５．中心市街地の本質
ならば、その必然性の上で「まちなか」とはどんな空間なのか。地域のそれぞれの集団に属する人がその集団を
越えて、関わり合う場所。町はその集団、地域社会の価値の交換、そして触発の場所である。地域社会全体の
都、市場として、共通するアイデンティティと文化を育むのがまちなかだろう。とりわけ高崎の場合、上州の都であ
り、また中山道、三国街道、例幣使街道の交差点であった。価値の交換は、上州各地に加え、広く上信越・関八
州を後背地としたはずだ。



６．中心市街地という集積がもたらす便益
まちは情報と人と物資の集積地である。集積は便益をもたらす。集積利益は２つの種別がある。１つは結合によ
る利益。集積することで互いに結合効果を生む事象。ラブホテルがなぜ近くに林立するのかを考えればわかり易
い。商店街はかつてこれを有していた。この利益は効率性と利便性による合理性を形作る。もう１つは接触するこ
とによる利益。人やもの、情報との接触は、共有、気づき、学び、やる気、感動・共感といった目に見えない心理
に働きをもたらす。これがまちの本質であり、密度のもたらす意志の伝搬である。それは創造性の土壌といえる。
前者の利益の恩恵ばかり追い求めた果てにいまの貨幣経済のアンコントロールな社会へ行き着いた。お金が一
番であり、私欲と公共が分断してしまったのだ。後者の前提には、先に述べた人が生きる意味がある。自分と他
者は一体であるということ。相手の持続が自分の欲と同化する。私欲・小欲ではなく、大欲となる。人口が減少す
る社会ではこのことこそ重要と考える。ここから、全国一律の貨幣価値、単なる交換価値ではない、「使用価値」
が生まれてくるはずだ。貨幣が一番尊いのではなく、関係性が一番尊い。関係性が、価値を、貨幣を、増幅する
のだということ。俺は今回の高崎ＪＣがテーマとしている中心市街地と地域活性化の答えはここにあると思う。

７．内山節著「怯えの時代」より
「貨幣は、交換価値はあっても使用価値は持たない。使用価値は有用性のことであり、ものの有用性は結びつき
の中で生まれてくる。たとえば食べ物の有用性は人がそれを食べるという結びつきのなかで発生してくるように、
衣服の有用性は人がそれを着るという結びつきのなかで生まれるようにである。しかもその有用性は、それを包
む関係性の内容によっても変わる。たとえば孫と祖父母の関係の中では、「つまらないもの」であってもそれが孫
から祖父母へのプレゼントとして提供されれば、祖父母にとっては大きな有用性をもつものにもなりうるし、逆に
関係が悪化している人からのプレゼントであれば、どんなものでもゴミ箱に捨てられる有用性しかないこともありう
る。使用価値の大きさは、その使用価値とともに展開する関係のあり方によって、大きく変化するのである。そし
てそのことは、使用価値はそれ自体がもっている価値ではなく、関係のなかで発生する価値だということを示して
いる。その意味で使用価値は関係的価値なのである。」膨張する経済を前提としない、価値を高めて経済を回す
考え方の基本がここにあるのではないか。まちなかは、こうした使用価値の増幅装置としての役割をいまこそ打
ち出していく必要があるように思う。



８．コミュニティ×アソシエーション○
かつては集落＝共同体がしっかりしていたけれど、いまは情報が空間を凌駕し、かつての共同体が崩れていると
ころもたくさんある。似た感性を持つ人たち、同じ目的を持った人たち、共通の趣味や興味を持った人たち。これら
が目的的に、主体性を以て共同体にかわる人と人との繋がりを形成している。寺井・西本が言うところのアソシ
エーションとはこのことだ。ジョウモウ大学はまさにアソシエーションといえる。

９．あらためて問う中心市街地の意義と役割
そうした多様な共同体が交差し、接触機会を濃密に包含する空間。接触により新たな地域社会の価値を生み出
す土壌。新たな地域経済価値を生み出す土壌。これらがなければ接触頻度は下がり、結果文化が共有・醸成せ
ず、閉塞感が高まり、新しい価値が次々と生まれ出ずるダイナミクスを帯びることができない。同じように、もう一
つは生きると言うことを学ぶことができる場としても重要だ。先に人が生きる意味を述べたが、それに私自身が接
触したのもまちのおかげ。陽明学の勉強をする会合が開かれていたのだ。そうした気づきへの接触頻度が高い。
人を育て、価値を醸成する基盤こそ中心市街地の意義であり役割ということ。つねにそのことを、高崎のまちを活
かす各集落、各共同体、アソシエーションが、そのことに立ち返り、そのために必要な政策を打てばいいのだろう。
ここを理解している人が、「それはいいね」と直感的に感じる活動を進めればいい。もちろん貨幣に私用価値を乗
せるには巧みな戦術が必要だけれども、この基本戦略さえしっかりしていれば、見誤ることはない。

②自分以外の登壇者の話で興味深かった所

長岡の若者会議。行政主導で始めたことが自発的民意で回天し始めていること。

③高崎青年会議所に期待に期待する所

もう少し肩の力を抜いて楽しそうにやってほしい。



村瀬正尊氏

お招きいただきありがとうございました。大森さんはじめ長岡の皆さんとディープな高崎までご一緒でき面白かっ
たです。

①全体的な感想と高崎の中心市街地にとって大切だと思うポイント

平日にも拘らずあれだけの人を集める集客力、営業力にビックリしました。恐るべし高崎ＪＣ。。
テーマを絞って登壇者同士でのフリートークがもっとできたらより良かったかと思います。

②自分以外の登壇者の話で興味深かった所

大澤さんの話にあった金澤屋さんの隣の物件にできる飲食の話もそうですし、高崎の場合入居がどんなルートで
来てるのか気になりました。

③高崎青年会議所に期待に期待する所

地元事業者の若手同士のネットワークの維持。
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